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二 コ ライ . ゴ ー ゴ リ 

平 井 輩 1 ョ, 



三月の 二十 五日に ぺ テル ブルダで 奇妙き てれつな 事 

件が もちあがった。 ゥ オズ ネ センス キイ 通りに 住んで 

いる 理髪師の イワン • ^ -1 コ ウレ ヴ イッチ (という だ 

けで その 苗字 は 不明で、 看板に も、 片頰に 石 鹼の泡 を 

塗りつ けた 紳士の 顔と、 【鬱血 もとります】 という 文句 

が 記して ある だけで、 それ 以外に は 何も 書いて ない)、 

その 理髪師の イワン • お -1 コ ウレ ヴ イッチが かな リ早 

く 眼 を さます と、 焼きた ての パ ンの 匂いが プ— ンと鼻 

に 来た。 寝台の 上で ちょっと 半身 を もたげる と、 相当 



年配の 婦人で、 コ —ヒ— の 大好きな 自分の 女房が、 い 

かまど 

ま 焼けた ばか リのパ ンを 竈 から 取り出し ている のが 

眼に ついた。 「きょうは ねえ、 プラス コ— ヴィャ • ォ1 

シポ ヴナ、 コ— ヒ— は 止しに する ぜ ごと、 イワン. J? -I 

コ ウレ ヴ イッチが 言った。 「そのかわり、 焼きた ての 

ねぎ 

パンに 葱 をつ けて 食べたい ね ご (つまり、 イワン • ャ— 

コゥ レヴ イッチに はコ— ヒ— も パン も、 両方と も 欲し 

かった ので あるが、 一 どきに 双方 を 要求した ところで、 

とても 駄目な ことが わかって いた、 それと いうの も、 

プラス コ— ヴィャ • ォ— シ ポヴナ が、 そうした わが ま 

ま を ひどく 好かなかった からで ある。) 【ふん、 お 馬鹿 



さん、 欲しけ り や パン を 食べる がいい さ、 こちらに は 

その 方が 有難い や。】 と、 細君 は肚の 中で 考えた。 【コ— 

ヒ— がー 人前 あまる という もんだ からね。】 そして パ 

ンをー つ 食卓の 上へ 抛り 出した。 

イワン • -1 コ ウレ ヴ イッチ は、 礼儀の ために シャ 

ッの 上へ 燕尾服 を ひっかけ ると、 食卓に 向かって 腰 か 

け、 二つの 葱の 球に 塩 を ふって 用意 をと とのえ、 やお 

ら ナイフ を 手に して、 勿体ら しい 顔つきで パン を切リ 

にかかった。 真二つに 切り割って 中 をの ぞいて みると 

—— 驚いた ことに、 何 か 白つ ぼい ものが 目についた。 

イワン • -— コ ウレ ヴ イッチ は 甲 心ぶ かく、 ちょっと 



ナイフの 先で ほじく つて、 指で さわって みた。 【固い 

ぞ！】 と、 彼 は ひとりご ちた。 【いったい 何だろう、 こ 

れ は？】 

彼 は 指 を 突つ こんで つまみ 出した —— 鼻 だ— …… ィ 

ワン • ^ -1 コ ウレ ヴ イッチ は 思わず 手 を 引つ こめた。 

眼 を こすって、 また 指で さわって 見た。 鼻 だ、 まさし 

く 鼻で ある！ しかも、 その上、 誰か 知った 人の 鼻の 

よう だ。 イワン • ^ „•— コ ウレ ヴ イッチの 顔に はま ざま 

ざと 恐怖の 色が 現われた。 しかし その 恐怖 も、 彼の 細 

君が 駆られた 憤怒に 比べ て は 物の かずで はな か つ た。 

「まあ、 この 人で なし は、 どこから そんな 鼻なん か 削 



ぎ 取って来た のさ？」 こう、 細君 はむ きになって 呶鳴 

リ たてた。 「悪党！ 飲んだくれ！ この 私が お前 さ 

ん を 警察 へ 訴えて やる からい い。 何とい ぅ大 泥棒 だ ろ 

う！ 私 はもう 三人のお 客さん から、 お前さんが 顔 を 

あたる 時、 今にも ちぎれそう になる ほど 鼻 を ひっぱ 

る つ て 聞かされ ている よご 

だが、 イワン • ，^ -1 コ ウレ ヴ イッチ はもう 生きた 空 

もない 有様であった。 彼 は その 鼻が、 誰あろう、 毎週 

あ.. こ 

水曜と 日曜と に 自分に 顔 を 剃らせる 八 等 官コヮ リヨ— 

フ 氏の ものである ことに 気が つ いたので ある。 

「まあ、 お待ち、 プラス コ— ヴィャ • ォ —シポ ヴナ、 



こいつ は ぼろきれに でも 包んで、 どこか 隅つ こに 置い 

とこう。 あとで 俺が 棄 てて くるよ ご 

「ええ、 聞きた くもない！ 削ぎと つた 鼻なん か を、 

この 部屋に 置い とくなん て、 そんな こと を 私が 承知す 

ると でも 思う のかい 9 …… この 出来 そくない 野郎った 

かわと 

ら！ 能と いえば、 革砥 を 剃刀で ぺ タぺタ やる こと だ 

けで、 肝腎な こと を 手っ取り早く 片 づける 段になる と、 

空つ きし 意気地のない、 のら くらの、 やくざな のさ、 

お前さん は！ 私が お前さんに 代って、 警察で 申し 開 

きを するとで も 思って るの かい 9 ああ、 何て だら 

しのない、 木偶の坊だろう！ さっさと 持って行 つと 



くれ！ さあって ば！ どこへ でも 好きな ところへ 

持って行く がいいよ！ 私 やそん な ものの 匂いだ つて 

嗅ぎた くないんだ からね！」 

イワン.； ^ -— コ ウレ ヴ イッチ は、 まるで 叩きのめさ 

れ たもの のように 茫然と して 突っ立つ ていた。 彼は考 

えに 考えた が、 さて 何 をい つたい 考えたら いいの か 見 

当が つかなかった。 【どうして こんな ことにな つたの 

か、 さっぱり 訳が わからな いや。】 と、 とうとう しまい 

に 耳の 後を搔 きながら 彼 は 眩 やいた。 【きのう 俺 は 

酔っ払って 帰った のか どうか、 それさえ もう、 はっき 

りした こと はわから ないや。 だが、 こいつ は、 どの 点 



から 考えても、 ま つ たく 有り得べ からざる 出来 ごと だ 

て。 第一 パン はよ く 焼けて いるのに、 鼻 はいつ こうど 

う もな つてい ない。 さっぱり どうも、 俺に は 訳が わか 

ら ないや！】 イワン • ^ -1 コ ウレ ヴ イッチ はこ こで 黙 

りこんで しまった。 警察官が 彼の 家 を 捜索して 鼻 を 見 

つけ 出す、 そして 自分が 告発され るの だと 思う と、 ま 

るで 生きた 心地 もなかった。 美々 しく 銀モ— ル で剌繡 

をした 赤い 立 襟 や 佩剣な どが、 もう 眼の 前に ちらつい 

て …… 彼 は 全身 ブル ブルと ふるえだした。 とうとう 下 

着 や 長靴 を 取り出して、 そのき たなら しい 衣裳 を 残ら 

ず 身に つける と、 プラス コー ヴィャ • ォー シポ ヴナの 



ロ暄 ましい お 説教 をき きながら、 彼 は 鼻 を ぼろきれに 

包んで 往来へ 出た。 

彼 は それ を、 どこか 門の 下の 土台石の 下へ でも 押し 

込む か、 それとも 何気なく おつ ことして おいて、 つと 

横町へ 外れて しまう かしたかった ので ある。 ところが、 

間の 悪い ことに、 とも すれば 知人に 出つ くわし、 相手 

からさつ そく 【や あ、 どちらへ？】 とか、 【こんなに 早 

く 誰の 顔 を 剃りに 行 くんだ ね？】 などと 訊ねられる こ 

とに なった ため、 イワン -ャーコ ウレ ヴ イッチ は、 

如何と も 好機 会 をつ かむ ことができなかった。 一度な 

ど は、 まんまと 一物 をお つ ことした ので あるが、 巡査 



ま こ 

がま だ 遠くの 方から 戟 でもって それ を 指し示しながら、 

「おい、 何 か 落っこちた ぞ、 拾いた まえ！」 と 注意した 

ので、 イワン • ，^ -— コ ウレ ヴ イッチ はまた もや 鼻 を 拾 

い あげて、 しょうこと なしに かくしへ 仕舞い こまな け 

れ ばなら なかった。 やがて、 大小の 店が 表 戸 を あけ は 

じめ、 それに つれて 往来の 人通りが つぎ つぎと ふえて 

来る 一方な ので、 彼 はいよ いよ 絶望して しまった。 

そこで 彼 は、 何とかして ネヮ 河へ 投げ こむ こと は 出 

来ない だろうかと 思って、 ィサ ー キエ フス キイ 橋へ 

行って みょうと 肚を きめた …… 。 ところで、 このい ろ 

んな 点に おいて 分別の ある 人物、 イワン.^ -— コ ウレ 



ヴ イッチに ついて、 これまで 何の 説明 も 加えなかった 

こと は、 いささか 相 済まない 次第で ある。 

イワン. -— コ ウレ ヴ イッチ は、 やくざな ロシアの 

職人が 皆そう であるよ うに、 ひどい 飲んだくれで、 ま 

た、 毎日 他人の 頤を 剃って いるく せに、 自分自身の 鬚 

はつい ぞ 剃った ことがなかった。 イワン.^ -— コ ウレ 

ヴ イッチの 燕尾服 (イワン -— コ ウレ ヴ イッチ はけつ 

して フロック コ —„ ^を 着なかった) は まだらで あつた- 

つまり、 それ はは じめ 黒で あつたが、 今ではと ころ 嫌 

わず 茶色が かった 黄色 や 灰色 の 斑紋 だ ら けにな つてい 

たので ある。 それに 襟 は 垢で てかてかと 光り、 ボタン 



ていたらく 

が 三つと もとれて、 糸 だけ 残って いると いう 為体で 

あった。 またィヮン • ^ -1 コ ウレ ヴ イッチ は、 大の不 

精 ものであった から、 八等官 のコヮ リヨ— フは 彼に 顔 

を あたらせる 時、 いつもこう 言った ものである。 r ィ 

ワン 二 -1 コ ウレ ヴ イッチ、 君の 手 はいつ も 臭いね え。」 

すると その 返事が わりに イワン • ，^ -1 コ ウレ ヴ イッチ 

は、 「どうして 臭いんで しょうな？」 と 問い返す。 「ど 

うして か 知らない けれど、 どうも 臭いよ、 君 ご そう 八 

等官が 言う と、 イワン 二 -t- コ ウレ ヴ イッチ は 嗅ぎ 煙 

草 を 一服 やつてから、 腹い せに 八 等 官の頰 といわず、 

鼻の 下と いわず、 耳のう しろと いわず、 あごの 下と い 



わず —— 一 口にい えば、 ところ 嫌わず 手 あたり 次第に、 

石けん を やけに 塗りた くった ものである。 

さて、 この 愛すべき ー巿民 は、 今や ィサ— キエ フス 

キイ 橋の 上へ やって来た。 彼 は 何よりも さきにまず あ 

たり を 見廻してから、 よほどた くさん 魚で もい るかと、 

橋の 下 をの ぞくような ふり をして、 欄干に よりかかり 

ざま、 こっそり 鼻の 包み を 投げ落とした。 彼 はまる で 

十 * プ ー ドも ある 重荷が 一 時に 肩から おりたよ うに 

思った。 -— コ ウレ ヴ イッチ は、 にや リ とほ 

くそえ みさえ した。 そこで 彼 は 役人 連の 顔 を 剃りに 行 

くの を 見合わせて、 ポンスで も 一杯 ひっかけて やろう 



と、 【お 料理 喫茶】 という 看板の 出て いる 家の 方へ 足 を 

向けた が、 その 途端に、 大きな 頰髯 をた くわえた 堂々 

たる 恰幅の 巡査が、 三角帽 をいた だき、 佩剣 を 吊って、 

橋の たもと に 立って いるの が 眼に ついた。 イワン- 

^ -I コ ウレ ヴ イッチ はぎ くりとした。 ところが その 巡 

査は彼 を 指で さし 招いて、 「おい、 ちょっと ここへ 来 

い！」 と言う。 

イワン • -1 コ ウレ ヴ イッチ は 礼儀の 心得が あった 

ので、 もう 遠くの 方から 無縁 帽を とって、 小 走りに 近 

よるな り、 「はい、 これ はこれ は 御機嫌 さまで、 旦那！」 

と 言った。 



「うんに や、 旦那 もない もの だぞ。 一体お 前 は 今、 橋 

の 上に 立ち どま つ て 何 をし ちょ つたの か？」 

「いえ、 けっして 何も、 旦那、 ただ 顔 を 剃りに まいり 

ます 途中で、 河の 流れが 早い かどう かと、 ちょっとの 

ぞいて みました だけで ご 

「噓 をつ け、 噓を！ その 手で 誤魔化す こた あ 出来ん 

ぞ。 素直に 返答 をし ろ！」 

「ねえ、 旦那、 何なら 一週に 二度、 いや 三度で も、 旦 

那 のお 顔 を 無料で 剃らせて いただき たいと 思って おり 

ますんで ご と、 イワン. ，^ -l コ ウレ ヴ イッチ は 答えた- 

「何 だ、 くだらない！ 俺ん とこへ は理 き 師が 三人 も 



顔 を 剃りに 来と る、 しかも みんな 無上の 光栄 だと 思つ 

ちょる のじ や。 さあ、 そんな ことより、 あすこで 何 を 

しちよ つたの か、 ほんとう のこと を 述べて みい！」 

イワン. Jl. -I コ ウレ ヴ イッチ は、 さっと 色 を 失った- 

ところが ここで この 一 件 はまった く 霧に つ つまれて し 

まって、 いったい その 先が どうな つたの か、 とんと 分 

らな いので ある。 

二 

八等官 のコヮ リヨ— フ はかなり 早く 眼を覚 すと、 唇 



彼 は 単に 八 等官と はけつ して 名乗らず、 常に 少佐と 自 

称して いた。 「あのね、 おい」 そう 彼 は 胸 衣 を 売って い 

る 女に 街で 出逢う と、 きまって 言った もの だ。 「俺の 

うち 

家へ 来て くれ。 住い は サド ヮャ街 だよ。 コヮ リヨ ー フ 

少佐の 家 は どの辺 かと 訊き さえ すれば、 誰でも 教えて 

くれる からね ご そして 相手が、 ちょっと 渋皮の 剝 けた 

女で でも あれば、 その上に 内証の 用事 を 言いつけて か 

こ う-ち- 

ら、 「ね、 好い 女 だから、 コヮ リヨ— フ 少佐の 家って 訊 

くんだ よご とつけ 加えた ものである。 だから われ わ 

れ もこれ から 先 は、 この 八 等官を 少佐と 呼ぶ ことにし 

よう。 



顔に ちゃんとつ いていて、 ひとりで 馬車に 乗った リ歩 

いたりす る ことので きなかった 鼻が、 まったく、 どう 

して 礼服 を 着て いるな どと いう ことがあり 得よう！ 

彼 は 馬車の 後 を 追って 駆け だした が、 さいわい、 馬車 

は 少し 行って * カザン ス キイ 大 伽藍の 前で とまった。 

彼 は 急いで、 よくこれ まで それ を 見て 嘲笑った りし 

た、 顔 じゅう を 繃帯して、 二つの 穴から 眼 玉 だけ 出し 

ている 乞食の 老婆の 立ちな らんで いる 間 を 押し分ける 

ようにして、 伽藍へ 駆けつける なり、 堂 内へ 飛び こん 

だ。 堂 内に は 参詣人 も 少し あつたが、 彼ら は 皆、 入口 

の 間近に 佇んで いた。 コヮ リヨ ー フは ひどく どぎ ま 



ちょっと 考えてから、 勇 を 鼓して こう 切り だした。 「も 

ち ろん、 わたくし は その …… 。 それ はそうと …… 。 ど 

う も、 鼻な しで 出歩く なんて、 そうじゃありません か 

これが、 あの ウォス クレ センス キイ 橋 あたりで 皮剝ぎ 

みかん 

蜜柑 を 売って いる 女 商人 か何ぞ なら、 鼻な しで 坐って 

いても 構わないで しょうがね。 しかし 万々 のまち がい 

もな く 今に 知事の 口に ありつかれようと している 人間 

にと つて は、 その …… 。 いや、 わたくしに は 何が 何 や 

ら さっぱりわからないので すよ、 貴下。 (こう 言いな 

がら、 少佐 は 肩 を すぼめた …… ) 失礼です けれど、 も 

しも これ を 義務と 名誉の 法則に 照らして 考えますなら 



振り 振り、 「いやはや、 この 旦那 は！」 とつぶ やいて は、 

まるで * スパニ エル 犬の ように 毛の ながい 馬の 背 を 手 

綱で 鞭打った。 ようやく 馬車が とまると、 コヮ リヨ ー 

い き 

フはハ ァハァ 呼吸 を はずませながら、 あまり 大きく も 

な い 受付 室 へ 駆け こんだ。 そこに は 古びた 燕尾服 を 着 

て 眼鏡 を かけた 白髪の 係員が テ ー ブルに 向か つて、 ぺ 

ン軸を 口に くわえた まま、 受けと つた 銅貨の 勘定 をし 

ていた。 

「広告 を 受け付ける 方 は どなたです？」 とコヮ リヨ— 

フは呶 鳴って、 「あ、 今日は！」 

「はい、 いらっしゃ いご そう 言って、 白髪の 係員 はち 



らと眼 を あげたが、 そのまま 又、 堆 くつ まれた 銭の 

山へ 視線 をお とした。 

「ちょと 掲載して 貰いたい ことがあ るんで すが …… 」 

「どうかし ばらく お待ち 下さい ご そう 言つ て 係員 は、 

片手で 紙に 数字 を 記入しながら 左手の 指で 算盤の 玉 を 

二つ 弾いた。 モ— ル 飾り をつ けた、 よほど 貴族的な 家 

に 雇われて いるら しく 小 ざつ ばりした 身なりの 従僕が、 

一 枚の 書付 を 手に 持って テ— ブルの 傍に 立って いたが、 

自分の 気さくな ところ を 見せる のが 礼儀 だとで も 思 つ 

たの か、 こんな こと を 言って いる。 

「ね、 旦那、 その； W ころと いえば、 十 力 ペイ 力 銀貨 八 



緊急な 用事なん でして ご と、 とうとう 我慢が ならな く 

なって、 彼 は 口 を 切った。 

「はい 只今、 只今 …… 。 ニル— ブルと 四十 三 力 ペイ 力 

也と …… 。 只今す ぐです よ— …… 一 ル— ブル 六十 四 力 

ペイ 力 也と！」 そう 言いながら 白髪の 紳士 は、 老婆 や 

門番 連の 眼の 前へ 書付 を 投げ出し ておいて、 「ところ 

で 貴方の 御用 は？」 と、 ようやく コヮ リヨ— フの方 を 

向いて 訊ねた。 

「わたしの お願い は …… 」 と、 コヮ リヨ— フが 言った。 

「詐欺と もぺ テンと もっかぬ ものに 引掛リ ましてね I 

I それが 今もって、 どうしても わからな いのです。 で、 



もうこう なれば 仕方がない、 じゃあ、 ひとつお 目に か 

けましょう！」 

「なに、 それに は 及びません よ！」 と、 係員 は 嗅ぎ 煙 

草 を 一 服 やりながら 言葉 をつ づけた。 「しかしお 差 支 

えがなかったら、」 と、 好奇心 を 動かしながら つけ 加え 

た。 「ひとつ 拝見したい もんです な あご 

八 等官は 顔の ハンカチ をのけ た。 

「なるほど、 これ は 奇態です な あ！」 と、 係員が 言つ 

た。 「跡が、 まるで 焼きた ての パン. ケ— キ みたい につ 

るつ るして ますね え。 よくも まあ、 こんなに 平べ つた 

くな つた もので！」 



「さあ、 これで もま だ 文句が あります かね？ 御覧の 

とおりで すから、 どうしても 掲載して いただか ねばな 

りません。 ほんと に 恩に きます よ。 それに、 こんな 御 

縁で お近づきに なれて、 大変 うれし いんです ご 少佐 は、 

この 言葉で も わかる とおり、 今度 は 少しお ベ つか を 使 

う 気にな つたので ある。 

「掲載す るの は、 無論、 何でもありません がね、」 と 係 

員 は 言った。 「しかし、 そんな こと をな すっても、 何の 

お 利益に もなる まいと 思い ましてね。 それよりも、 

いっそ、 筆の たつ 人に 頼んで、 この 前代未聞の 

で き ご と 

自然現象 を 文章に 綴って、 それ を 【* 北方の 蜂】 にで 



もお 載せに なったら、 (と、 ここで また 彼 は 嗅ぎ煙草 を 

一服 やって、) それ こそ 若い者の 教訓に もな リ、 (そう 

言って、 今度 は 鼻 を こすった。) また 大衆に も 喜ばれる 

ことで しょうから ご 

八等官 はがつ かりして しまった。 彼が 新聞の 下の 方 

の 欄へ、 ふと 目 をお とすと、 そこに 芝居の 広告が 出て 

いて、 美人と して 評判の、 さる 女優の 名前に 出つ 喰わ 

したので、 すんでのことに 彼の 顔 は ほころび かかり、 

その 手 は * 青 紙幣の 持ち合せが あつたか どうかと、 か 

くしの 中 を まさぐ つていた。 というの は、 コヮ リヨ ー 

フの 考えに よれば、 およそ 佐官 級の 者 は 上等 席に おさ 



人の 肖像が ついていた。 

この 不用意な 仕草が コヮ リヨ— フを かつと いき リ立 

たせて しまった。 「人 をから かう にも 場合が あるで 

しょうご と、 彼 は 憤然として 言った。 「御覧のと おり、 

わたしに は、 もの を 喚ぐ 器官がない のです よ！ 

ちえつ、 君の 煙草なん か、 くそ 喰え だ！ もうもう、 

こんな 下等な * ベ レジ ナ 煙草 はもと より、 * ラぺ ー の 

飛びき りだつて、 見る の も 厭 だ！」 こう 言い 棄 てるな 

リ、 彼 はかん かんに なって 新聞社 を 飛び出す と、 その 

まま 分署 長のと ころへ 出かけて 行った。 

コヮ リヨ— フが そこへ やって 行った の は、 ちょうど 



食事の 後で 審理 をす るの は 適当で ない とか、 腹 を 満た 

おきて 

したら、 すこし 休息す るの が 自然の 捉だ (こう 言われ 

て 八等官 は、 この 分署 長 は 先哲の 残した 箴言に なかな 

か 詳し いんだな と 見て とった。) とか、 ちゃんとした 人 

なら 鼻 を 削ぎ 取られる などと いう こと はあり 得ない と 

言った。 

まさに 急所 を 突かれた 形で ある！ それに ここで 

ちょっと 指摘して おきた いのは、 コヮ リヨ ー フが ひど 

く 怒りつ ぼい 人間であった という ことで ある。 自分 自 

身の ことならば、 何 を 言われ て もま だ 我慢が できた け 

れど、 地位 や 身分に 関して は、 断じて 許す ことができ 



歳になる しする からな どと 言って、 世辞で まるめて、 

やん わ リ体を かわして しまったの である。 それで 佐官 

夫人が、 てっきり その 腹い せに 彼の 面相 を 台無しにし 

て くれよう ものと、 わざわざ そのために 魔法 使の 女で 

も 雇った のに 違いない。 さもなければ、 いくら なんで 

も 鼻が 削ぎ 取られる なんて こと は、 夢にも 考えられな 

いこと である。 誰 ひとり 彼の 部屋に 入って 来た もの は 

と こ や あた 

なし、理髪師のィヮン-^ -1 コ ウレ ヴ イッチが 顔 を 剃つ 

て くれたの はま だ 水曜日の ことで、 その 水曜日 いっぱ 

いは もちろん、 つぎの 木曜日 もずつ と 一日 じゅう、 彼 

の 鼻 はちゃん と 満足に つ いていた ので ある —— それ は 



はっきり 記憶に あって、 彼 もよ く 知っている。 それに 

第一、 痛みが 感じられねば ならない はず だし、 もちろ 

ん、 傷口に しても、 こんなに 早くな おって、 薄焼きの 

パン. ケ ー キみ たいに つるつるになる 訳がない。 彼 は 

表沙汰に して 佐官 夫人 を 法廷へ 突き出して やろう か、 

それとも 自ら 彼女のと ころへ 乗り込んで 膝 詰 談判 をし 

て やろう かな どと とつお い つ 頭の 中で いろんな 計画 を 

立てて いた。 と、 不意に 扉の あらゆる 隙間から パッと 

光リ がさして 彼の 思案 を 中断して しまった。 これに 

よって、 イワンが もう 控室で ろうそく をつ けた ことが 

知れた。 間もなく、 その イワンが ろうそく を 前へ 差し 



打ち割った ところ、 思い も よらぬ ことにて、 まして 

あなた 様よ リ 身に 覚え もな きかよう なお 咎め を 蒙ろ 

うな ど と は、 ほんと うに 夢にも 思 い が けな いこと で 

ございました。 第一、 あなた 様の おっしゃる ような 

官吏な ど は、 変装し たのもしな いのも、 つい ぞ 家へ 

寄せつ けた こと も ございません わ。 もっとも、 フィ 

リップ . イワ— ノヴ イッチ • ポタン チコ フ さんなら 

おいでになった ことが ございます。 御 品行 もよ く、 

ごく 真面目で、 たいへん 学問 もお ありになる 方で、 

宅の 娘 をお 望みの ようでした けれど、 あの方が 少し 

でも 当てに 遊ばす ような こと は、 わたくし けっして 



かった。 【では、 いったい どうして、 何の 因果で こんな 

ことが 起こった のだろう か？ ちえつ、 てんで また わ 

からな くな つ てし ま つ た ぞ！】 しまいに- ,1 う 言つ て 彼 

はが つ かりして しま つ た。 

そうこう する うちに、 この 稀 有な 事件の 取沙汰 は 都 

の 内外に 拡がって 行った が、 よく ある 例し で、 いっか 

おひれ 

それに は あられ もない 尾鰭が つけられ ていた。 当時、 

人々 の 頭が 何でも 異常な ものへ 異常な ものへ と 向けら 

れ ており、 ) 」 く 最近に も 磁気学の 実験が 公衆の 注意 を 

惹 いたば かりの 時であった。 その上、 コニ ュ— シェン 

ナヤ 通りの * 踊り 椅子の 噂 もま だ 耳新しい 頃であった 



嘘八百の 噂に 迷わされる のだろう？】 とつぶ やいた。 

それから また、 コヮ リヨ ー フ 少佐の 鼻が 散歩す るの は 

ネ フス キイ 通りで はなく、 タウ リ チェス キイ 公園 だと 

か、 そこへ 姿 を 現わす の はもう ずっと 前からの ことで、 

あすこに まだ * ホズ レフ • ミルザ 卿が 住んで いた 頃 も、 

この 不思議な 自然の 悪戯に 奇異の 眼 を 見張 つ たもの だ 

とかいう 噂が 飛んだ。 外科医 学 専門学校の 学生の 中に 

は、 それ を 見に 出かける もの もあった。 ある 名流の 貴 

婦人な ど は、 公園の 管理人に わざわざ 手紙 を 出して、 

ぜひう ちの 子供に その 珍しい 現象 を 見せて 貰いたい、 

もしで きる ことなら 少年の ために 教訓になる 説明 を つ 



「おい イワン、 ちょっと 見て くれ、 俺の 鼻に にきびが 

できた よう だが ご そう 言って おきながら、 さて 肚の中 

では、 【大変 だぞ、 もしゃ イワンが 『いいえ、 旦那 様、 

にきび どころ か、 肝腎の 鼻が あり やしません や！』 と 

でも 言ったら どうしょう！】 と 思った。 

しかし、 イワン は 「何ともありません よ。 にきびな 

んかー つもありません。 きれいな お 鼻で ございます 

よ！」 と 言った。 

【ちえつ、 どんな もんだい！】 と、 少佐 は 心の中で 歓 

声 を あげて、 バチンと 指 を 鳴らした。 その 時、 入口 か 

ら ひよ つ こ リ姿を 現わした の は 理髪師の イワン • ^ -1 



ものごし 

コ ウレ ヴ イッチで あつたが、 その 動作 はたった 今、 脂 

肉 を 盗んで 殴ち のめされ た 猫みたい に、 おどおどして 

いた。 

「第一、 手 はきれ いか？」 と、 コヮ リヨ— フは まだ 遠 

くから 呶鳴リ つけた。 

「へえ、 きれいで ご 

「噓 をつ け！」 

「ほんと に、 きれいで すよ、 旦那 様 ご 

「ようし、 見て おれ！」 

コヮ リヨ— フは 腰をおろした。 イワン. ，^ -1 コ ウレ 

ヴ イッチ は 彼に 白い 布 を かける と、 剐毛を K つて 見る 



見る 彼の 頤髯 と頰の 一 部 をば、 まるで 商人の 家の 

命名 日に 出される クリ— ム のようにして しまった。 

【なるほどな あ！】 と、 イワン 二 -— コ ウレ ヴ イッチ は 

例の 鼻 を じろ りと 眺めながら 心の中で つぶやいた。 そ 

れ から 今度 は 反対側へ 小首 を 傾げて、 横 側から 鼻を眺 

めた。 【へへ え！ 実際、 考えて みるて えとな あ、 まつ 

たく どうも。】 と 心で つぶやきつ づけながら、 彼 は 長い 

あいだ 鼻 を 眺めて いた。 が、 やがて、 そっとで きる だ 

け 用心ぶ かく 一 一本の 指 を あげて、 鼻の さき を 摘もうと 

した。 こうす るの が そもそも、 イワン. ャ ーコ ウレ 

ヴ イッチの 方式であった。 



乗りつ けた。 店へ 入るな り、 彼 はま だ 遠くから、 「小 

僧つ、 チョコ レ —„ ^一杯！」 と呶 鳴った が、 それと 同 

時に 素早く 鏡の 前へ 顔 を 持って行った —— 鼻 は ある。 

彼 は 朗らかに 後ろ を 振り返る と、 少し 瞬き をしながら、 

嘲る ような 様子で 二人の 軍人 を ちらと 眺めた。 その 一 

人の 鼻 はどう みても チヨ ツキの ボタンより 大きい と は 

言えなかった。 そこ を 出る と、 かねがね 副知事の 椅子 

を、 それが 駄目なら 監察官の 口 をと しきりに 奔走して 

いた 省の 役所へ 赴いた。 そこの 応接室 を 通り すぎなが 

ら、 ちらと 鏡 をの ぞいて みた 鼻 は ある。 つぎに 彼 

は、 もう 一人の 八 等官、 つまり 少佐のと ころへ と 出か 



何の 欠陥 もない 訳 だ。 彼 は 婦人 連と かなり 長い あいだ 

立ち話 をして いたが、 ことさら 嗅ぎ煙草 入れ を 取り出 

して、 彼女た ちの 前で とても ゆっくりと 二つの 鼻の 孔 

へ 煙草 を 詰め こんで 見せながら、 肚の 中で は、 【へ、 ど 

んな もんだ ね、 牝鶏さん！ だが、 どのみ ち 娘さんと 

は 結婚し ません よ。 ただ、 単に paramour (色 ごと 

として) ならお 相伴し ますが ね！】 と、 空嘯いて いた。 

さて、 それ以来 コヮ リヨ— フ 少佐 はまる で 何事 もな 

かった ように、 ネ フス キイ 通り だの、 方々 の 劇場 だの、 

その他 いたるところへ 遊びに 出かけた。 同じように 鼻 

も、 やはり 何事 もなかった ように、 彼の 顔に 落着いて、 



したな どと いうの も 訝しい し、 当の イワン • „•— コゥ 

レヴ イッチ はい つたい どうした のだろう 9 いや、 

わたしに はどう も わからない、 さっぱり 訳が わからな 

い！ が、 何より 奇怪で、 何より 不思議な の は、 世の 

作者た ちが こんな あられ もない 題材 をよ くも 取り あげ 

ると いう ことで ある。 正直な ところ、 これ はまった く 

不可解な ことで、 いわばち ようど …… いや、 どうして 

も、 さっぱりわからない。 第一 こんな こと を 幾ら 書い 

て も、 国家の 利益に は 少しも ならず、 第二に …… いや、 

第二に も 矢張り 利益に はならない。 まったく 何が 何 だ 

か、 さっぱり わたしに はわから ない …… 。 



プ— ド —— 重量 単位、 一 六 • 三 八 キロに 当る。 

カザン スキ大 伽藍 II アレクサンドル 一 世が 当時の 

著名な 建築家 ゥォ ロニ ヒ ン をして 造営せ しめた 大 伽藍 

二八 一一 年 竣工) で、 優美な 円頂 閣ゃコ リント 式の 豪 

華な 柱廊に 結構 をき わめて いる。 

スパ ニエル —— 愛玩 用の 小形の^ 犬。 

北方の 蜂 —— 一 八 〇 七年ぺ テル ブルダで 発刊され た 

月刊雑誌。 同じく ぺ テル ブルダで 一 八 二 五 年から 四十 

年間に わたり 続刊され た 新聞。 ここで は 後者 を 指す も 

のと 思われる。 



青 紙幣 —— 五ル— ブル 紙幣の こと。 紙幣の 色に より、 

当時 五ル— ブル 紙幣 を 青 紙幣、 十ル— ブル 紙幣 を 赤紙 

幣と 称した。 

ぺ レジ ナ 煙草 —— 南 ロシア 産の 下等な 安 煙草。 

ラ ぺ フラ ン ス 煙草の 名称。 

踊り 椅子。 この 踊リ 椅子に ついては プ— シ キン も そ 

の 日記 (一八 三 三年 十二月 十七 日付) に 記して 笑って 

いる。 —— 「巿 中で 妙な 出来事が 噂され ている。 主馬 

寮、 某の 家で 家具が 急に 動いたり 跳ねたり しだした、 

というの だが、 N 曰く、 これ はきつ と 宮廷 用の 家具が 

ァニ チコ フ (宮廷) へ 入る こと を 切望して るんだ、 と。」 



ホズ レフ .ミ ルザ 卿 —— 一八 二 九 年、 ニコライ 一世 

と 協約の ため ロシアに 来た、 有名な ペルシアの 政治家。 
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